
　上京区では毎月25日に合わせて各関係機関の
連携により、青色防犯パトロールや街頭啓発活
動などを実施しています。昨年に引き続き、区
民の皆様への更なる意識の向上のため、上京の
安心安全点検日のポスターを作成しました。今
後も「絆で織りなす　安心安全のまち上京」を
目指し市民ぐるみで取り組んでいきます。

　

例
え
ば
、
道
路
に
あ
る
穴
ぼ
こ
。

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
み
っ
け
隊
」
に

て
投
稿
（
連
絡
）
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

「
み
っ
け
隊
」
は
、
市
民
の
皆

様
が
応
援
隊
と
な
り
、
美
し
い
京

都
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守

み
っ
け
隊
員
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

北
部
土
木
事
務
所
で
す

こ
ん
に
ち
は

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

制
度
の
ご
案
内

平
成
30
年

京
都
市

社
会
福
祉
大
会

市
長
表
彰

　

寒
い
季
節
は
鍋
料
理
等
に
使
う

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
捨
て
方
の
お

問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
を
出
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
中

身
を
使
い
き
っ
て
か
ら
穴
を
開
け

ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
中
身
の

ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
と
火
災
事
故

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ガ

ス
抜
き
の
た
め
に
穴
を
開
け
よ
う

と
す
る
と
、
爆
発
の
危
険
も
あ
り

ま
す
。

エ
コ
ま
ち

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

だ
よ
り

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や

ス
プ
レ
ー
缶
の出

し
方

毎月
25日は

㉄＝地域力推進室まちづくり推進担当（☎441-5040）

「世界一安心安全・おもてなしのまち京都 市民ぐるみ推進運動」

上京の安心安全点検日
新しい啓発ポスターが完成

みっけ隊アプリの詳細は
webをご覧ください。

　

手
当
は
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
が

一
定
以
上
あ
る
場
合
や
児
童
が
施

設
等
に
入
所
の
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

①
児
童
扶
養
手
当

対
象　

父
母
の
離
婚
等
に
よ
り
、

父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
育
成
す
る
養
育

者
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
）

支
給
期
間　

児
童
が
18
歳
の
誕
生

日
以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

（
た
だ
し
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
対
象
と
な
る
程
度
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
20
歳
未
満
）

　

１
月
９
日
、
本
市
の
社
会
福
祉

の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に

市
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
上
京
区
の
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。
※
敬
称
略
。
括
弧
内
は

学
区
又
は
団
体
名
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

神
田
陽
子
（
待
賢
）

【
社
会
福
祉
事
業
施
設
関
係
功
労
者
】

澤
田
昌
弘
（
成
逸
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
）

【
社
会
福
祉
事
業
協
助
者
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）】
上
村
好
永
（
桃
薗
）
、

和
田
富
美
子
（
仁
和
）
、
安
達
好

栄
（
春
日
）
、
白
石
昌
美
（
春
日
）

啓発ポスター
（モデルは上京きずな安心安全大使の上七軒の舞妓さん）

健康すこやか学級の様子

手
当
額
（
月
額
） 　
児
童
１
人
（
最

大
で
４
万
２
千
290
円
）
、
児
童
２

人
目
（
最
大
９
千
980
円
加
算
）
、

児
童
３
人
目
以
降
（
１
人
増
え
る

ご
と
に
最
大
５
千
980
円
加
算
）

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

支
給
対
象　

中
程
度
以
上
の
知
的

・
精
神
・
身
体
障
害
の
あ
る
児
童

を
家
庭
で
育
て
て
い
る
養
育
者

支
給
期
間　

児
童
が
20
歳
未
満
ま

で手
当
額
（
月
額
）　

障
害
の
程
度

に
応
じ
て
児
童
１
人
（
１
級
５
万

１
千
450
円
、
２
級
３
万
４
千
270
円
）

問
＝
①
子
ど
も
は
ぐ
く
み
室
（
子

育
て
推
進
担
当
）
（
☎
441
・
５
１

１
９
、
３
階
㉜
番
窓
口
）
、
②
障

害
保
健
福
祉
課（
☎
441
・
５
１
２
１
、

３
階
㉛
番
窓
口
）

　

空
の
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
等
は
、

小
型
金
属
類
と

同
じ
袋
（
※
）

に
入
れ
て
、
地

域
で
決
め
ら
れ

た
日
（
月
１
回
）

に
資
源
ご
み
の
収
集
場
所
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
毎
月
第
２
・
第
４

水
曜（
８
時
30
分
～
12
時
）に
は
、

区
役
所
窓
口
で
も
回
収
し
て
い
ま

す
。

※
透
明
・
半
透
明
の
袋
に
直
接「
金

属
」
と
書
く
か
、「
金
属
」
と
書

い
た
紙
を
添
付
。
有
料
指
定
袋
不

要
。

問
＝
上
京
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
☎
366
・
０
７
７
６
、
１
階
⑨

番
窓
口
）

　

学
区
社
協
（
学
区
社
会
（
住

民
）
福
祉
協
議
会
）
で
は
、
誰

も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
住
民
主
体
の
様
々
な
活

動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
見
守
り
活
動
】
ふ
れ
あ
い
配

食
、
寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ　

な

ど【
居
場
所
づ
く
り
事
業
】
子
育

学
区
社
協
の
取
組

て
サ
ロ
ン
、
カ
フ
ェ
型
居
場
所
づ

く
り
事
業　

な
ど

【
介
護
予
防
事
業
】
健
康
す
こ
や

か
学
級　

な
ど

　

そ
の
他
に
も
様
々
な
地
域
福
祉

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

福
祉
活
動
は
特
別
な
活
動
で
は

な
く
、
地
域
で
生
活
す
る
私
た
ち

に
と
っ
て
身
近
な
も
の
で
す
。
ぜ

ひ
一
度
、
あ
な
た
の
身
の
回
り
に

あ
る
地
域
福
祉
活
動
に
目
を
向
け

て
く
だ
さ
い
。

　プロジェクト型学習

（子どもたちが主体的

に課題に取り組んで課

題解決する形態）で子

どもたちがやりたいこ

とを応援する放課後教

室「studioあお」。

　毎月11日に東北の食材を使ったメニューと東

北への想いで上京と被災地をつなぐ大学生店長

の店「きっかけ食堂」。

　復興支援を行うため、大将軍商店街のイベン

トで、「studioあお」と「きっかけ食堂」が共

同出店（右上写真）しました。このコラボを機

に、相互インタビュー形式で紹介する注目ス

ポット記事です。詳しくは、webをご覧ください。

㉄＝地域力推進室総務・防災担当(☎441-5029)

ピックアップレポート

相互インタビュー企画
放課後教室

「studioあお」× 東北との出会いの場
「きっかけ食堂」

上京　カミング 検索

mini

プラスミニ

る
た
め
、
道
路
や
公
園
等
の
損
傷

箇
所
を
写
真
や
位
置
情
報
を
用
い

て
投
稿
す
る
ア
プ
リ
で
す
。
ぜ
ひ

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
か
ら

の
情
報
が
安

心
・
安
全
な

暮
ら
し
を
守

り
ま
す
！

問
＝
北
部
土

木

事

務

所

（
☎
492
・
３

１
１
１
）

問
＝
上
京
区
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
432
・
９
５
３
５
）

みっけ隊 検索

道路に穴ぼこ
を発見！

穴ぼこを埋めて
安全に！

自治会・町内会に入って住みよいまちづくり
～ご近所・地域の絆で安心安全・快適なまちに～
　京都市は「地域コミュニティ活性化推進条例」
を制定し、自治会・町内会を中心とする地域活
動を応援しています。
㉄＝地域力推進室まちづくり推進担当（☎441-5040）

（3）　平成30年2月15日　　第266号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　上京区版




